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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 総務文教常任委員会 
会議場所 全員協議会室 

担当職員 井上 

日 時 令和２年６月１９日（金曜日） 
開 議   午前１０時００分 

閉 議   午後 ３時４０分 

出席委員  ◎山本  ○松山  三上  浅田  木村  福井  木曽  石野  （齊藤議長） 

執行機関 

出席者 

山内市長公室長、垣見秘書広報課長、 

浦企画管理部長、田中企画調整課長、 

高木企画調整課副課長、佐藤企画調整課企画経営係長 

田中生涯学習部長、中川人権啓発課長、小塩文化国際課長、三宅生涯スポーツ課長、 

藤本人権啓発課副課長、西出人権啓発課主幹、服部文化国際課文化国際係長、 

岡田文化国際課主幹、岩崎生涯スポーツ課副課長、 

石田総務部長、松野総務課長、森川自治防災課長、菊井自治防災課主幹、 

野々村税務課長、岩本総務課総務係長、八木総務課行政係長、牧野自治防災課副課長、 

斎藤自治防災課防災・危機管理係長、谷口税務課副課長、 

片山教育部長、國府教育部次長、亀井教育総務課長、伊豆田学校教育課長、 

松永歴史文化財課長 

事務局 山内事務局長、井上事務局次長、熊谷総務係長   

傍聴 可 市民 ０名 報道関係者 ２名 議員 ４名 （奥野、平本、小川、冨谷） 

会 議 の 概 要 
１０：００ 

１ 開議  
 

 

２ 事務局日程説明 
１０：０１ 

３ 議案審査 
（議会事務局 移動） 
１０：０２～ 

【議会事務局】 

（１） 第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

議会事務局長   あいさつ 

   議会事務局次長  説明 

１０：０４ 

≪質疑≫ 

なし 

 

（議会事務局 移動） 

 

（市長公室 入室） 

１０：０５～ 

【市長公室】 
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（１） 第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

市長公室長   あいさつ 

   秘書広報課長  説明 

１０：１０ 

≪質疑≫ 

なし 

 

（市長公室 退室） 

 

（企画管理部 入室） 

１０：１０～ 

【企画管理部】 

（１）報告第１号 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第２号） 

 

企画管理部長  あいさつ 

   企画調整課長  説明 

１０：１８ 

≪質疑≫ 

＜福井委員＞ 

委託業者に頼んでリストを作る作業は順調にできたのか。 

＜企画調整課長＞ 

 データベースの構築をシステム業者に委託した。順調に業務を進めていただき、５

月２２日の発送にこぎつけられたと考えている。 

＜福井委員＞ 

 予定より早くなったので、順調だったと思っている。新型コロナウイルスの第２波、

第３波により、もう一度同じ体制を組まなければならないということになれば、人

的なことなど不安がある。新型コロナウイルス感染拡大防止の自粛も、１回は辛抱

できたが２回は辛抱できないということと同じで、市役所としても１回目は辛抱し

たが、２回目はもっと大変になるのか。 

＜企画管理部長＞ 

 今回の郵送事務や給付事務は、委託せずに職員が自前でやっている。職員はそれぞ

れの事務を抱えながら特別定額給付金事務に当たっているので、次もこの事務があ

るとすれば、季節にもよるが大変厳しいと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 特別定額給付金事務の実施にあたり、人員配置やフリーダイヤル設置を要望した。

結果としてどのような状況であったのか。申請書発送以降、問い合わせが多かった

のではないか。日数的なことも含めて流れを教えてほしい。今後、このようなこと

が起こった時に、どのように対応していかなければならないかということの参考に

なると思うので報告してほしい。 

＜企画調整課長＞ 

 実施体制については、当初は対象者を限定した３０万円の生活支援給付金の支給と

いうことであったので、健康福祉部地域福祉課が窓口となることで準備を進めてい

たが、一律１０万円の給付に変わった。制度の趣旨も変わり、対象者も大きく増え

たため、体制を一から見直して検討した。生活困窮者対策をはじめいろいろなこと
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が入り混じった制度であるため、市町村によって、担当部署は福祉部門、総務部門、

商工部門と様々であった。本市では、企画調整課が事務局となり、地域福祉課、市

民課、総務課など、この業務を遂行する上でノウハウを持っている部署を集結し、

全庁体制で実施本部を立ち上げた。事務局となる企画調整課に、各関係課長を担当

課長として兼務を発令し、副課長、係長級職員を４月２８日付けで１０名、５月１

７日付けで８名に兼務を発令した。さらに、市職員ＯＢの会計年度任用職員も組み

入れて体制を構築した。その他、給付事務を最優先に全庁職員を動員し、迅速な給

付に努めた。準備期間もなく、委託発注もできない中、この業務に当たった職員は

通常業務を抱えながら大きな負担となったが、迅速にミス無く給付することを最優

先に業務に当たってくれたおかげで、今の支給状況になっていると考えている。次

にこのようなことがあった時には、今回を参考に体制を構築することになるが、通

常業務との兼ね合いをどうするかが課題のひとつと考えている。準備期間があれば、

外注できるものは委託を行い、通常業務に支障のない体制を構築していきたいと考

える。フリーダイヤルの設置等、市民対応についてであるが、５月２５日にフリー

ダイヤルを８台設置し、職員１０名を配置して対応した。最も多かったのは、５月

２６日火曜日で５１７件であった。朝８時半から１０時くらいまでは、８台の回線

がすべて埋まるような状況も見られたが、その後は、８台すべて埋まるという状況

はなかったので、回線８台、職員１０名の体制で対応できたと考えている。新型コ

ロナウイルス感染症により非接触型ということで、郵送申請を基本にするというこ

とではあったが、口座を持っていない方や申請書の記載方法がわからない方、添付

書類がわからない方が来庁されることも想定し、５月２５日から市民ホールを申請

相談窓口として、職員５名を配置して開設し、６月１２日まで対応した。市民ホー

ルで受け付けた相談件数は１，０４７件であった。 

＜木曽委員＞ 

 最も多くの職員が関わった時は、何人ぐらいであったのか。 

＜企画調整課長＞ 

 申請書の審査を始めた５月最終週の１週間は、電話対応などもすべて含めて、５０

名程度の職員がそれぞれの役割で従事した。 

＜木曽委員＞ 

 最初の副市長の話では、通常の電話３台ほどで対応すると言われていたが、到底そ

れでは無理だと言っておいた。当初からそうすべきであったと今になって思うがど

うか。 

＜企画管理部長＞ 

 そのとおりである。初めての業務であり、適切な台数が見込めなかった。直前にな

って、類似の市で１日何件問い合わせがあったそうだという情報を得た段階で、危

機感を持った。見込みが甘かったと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 以前、１万２，０００円くらいの給付があったが、当時から様変わりしている。金

額もまったく違った。今回の新型コロナウイルスに関しては長期になると思われる

ので、その時々に対応していかなければならない。今後、危機対応をする時には、

市としてしっかりと対応をお願いしたい。 

（質疑終了） 

１０：３２ 

（２）第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 
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   企画調整課長  説明 

１０：３８ 

≪質疑≫ 

＜木曽委員＞ 

 マイナンバーカードの登録者が若干増えていると聞いているが、他市では、戸籍謄

本、抄本もあげられるところもあると聞く。今後、健康保険証も入るので、利用拡

大を図っていくべきではないか。 

＜企画調整課長＞ 

 マイナンバーカードの普及率は、これまで高まってこなかったのが現状である。理

由としては、用途が少ないということで、コンビニで住民票は取れるが、頻繁に利

用するものでもないというところで進まなかったと思っている。今回、特別定額給

付金のオンライン申請ができるということで、５月の申請が増えたと市民課から聞

いている。今回のマイナポイントもそうであるが、利用方法が拡大していけば、普

及が進んでいくと考えている。市の施策として、自治体ポイントというものがある。

クレジットカードにためられているポイントを、自治体ポイントに変換し、店舗で

利用できるということで、かめまるマートをモデル的に実施しているが、利用方法

の周知が広がっておらず、利用は高まっていないのが現状である。全国的に利用で

きる制度にしていくことが、一番の普及拡大につながると考えている。 

＜木曽委員＞ 

 マイナンバーカードが広がらない最大の理由は、使い勝手の問題もあるが、個人情

報をどう守るかという観点から普及が進まなかったという経過があると思う。セー

フティネットをしっかり張っており、セキュリティは万全であるということを市民

に広報しなければ、広がっていかないのではないか。不安をあおるような人も中に

はある。これまで、個人情報が漏洩したということは一切聞かないが、不安に思っ

ている方は多いと思う。市をあげてやるということになると、セキュリティ対策は

しっかりできているという広報が必要ではないか。 

＜企画管理部長＞ 

 マイナンバーカードは、国が推進されるものだと思っている。今回のマイナポイン

ト事業についても、市は国から事務費をもらって広報を行っている。マイナンバー

については、マイナンバーカードに個人情報が入っているのではなく、それぞれの

機関が保有しているということなので、総務省のホームページにＱ＆Ａは掲載され

ているが、おっしゃる通り、市民に周知できていないのが現状であると思う。市と

しては、マイナンバーカードの広報は現状の中で行っていく。 

＜三上委員＞ 

 国の施策であるが、この事業の主たる目的は、マイナンバーカードを普及していく

ためか。利用者や用途を増やして経済を回していくことか。 

＜企画調整課長＞ 

 国から最初に話が出た時は、東京オリンピック後の経済対策という意味合いであっ

たと認識している。国は、消費活性化策と位置付けている。 

＜三上委員＞ 

 消費を活性化するためにということであるが、マイナンバーカードを作ってもらわ

ないと始まらない。亀岡市のマイナンバーカード取得率は。 

＜企画調整課長＞ 

 １５％を超えたくらいである。全国平均と変わらない取得率である。 

＜三上委員＞ 
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 特別定額給付金のオンライン申請を休止せざるを得なかった原因は。 

＜企画調整課長＞ 

 オンライン申請は、５月１日に受付を開始した。５月末で休止したが、その間に１，

７３３件の申請があった。その中で、システム上の問題であるが、二重申請があっ

たり、添付書類無しでも、世帯主でなくても申請できるということがあり、添付書

類漏れの方には連絡して出してもらうという対応を行ったが、申請できない方や二

重に出した方が８０件あった。添付書類無しでデータが送れてしまうということは、

想定していなかった。期間がない中で国がシステムを構築し、不具合を試す時間も

なくスタートされたのだろうと思うが、それを受けて審査を行う市町村にとっては、

時間がかかることになり、ゴールデンウィークも休日返上で審査を行ったが、こな

せる件数としては、紙ベースの申請書と比べると１０倍以上の差があったように考

えている。 

＜三上委員＞ 

 マイナンバーカードを持っていても、番号がわからなければ再取得しなければなら

ないと聞いたが、そういうトラブルもあったのか。 

＜企画調整課長＞ 

 マイナンバーカードで本人認証をするのに、６桁以上の登録された番号を入力する

必要がある。その番号をうろ覚えで、何度か誤った番号を入力してしまうと再登録

が必要になり、市民課に来て再度登録していただかなければならない。全国的にニ

ュースにもなっていたが、新型コロナの感染症対策をする中で、大きな市では再登

録を求めて窓口が混雑した。亀岡市も、待ち時間があったが、何時間も待っていた

だくという状況はなかったと聞いている。 

＜三上委員＞ 

 マイナンバーカードは、個人情報漏洩の危惧も言われるが、せっかく便利だと思っ

たのにそうでもなかったり、自分のクレジットカードやキャッシュレス決済で十分

生活していけるのにややこしいということもあるだろう。そういうことが、普及し

ない原因だということがよくわかった。 

＜福井委員＞ 

 マイナンバーカードの取得率が７０％、８０％となった場合、亀岡市にメリットが

あるのか。 

＜企画調整課＞ 

 マイナンバーカードの独自利用として、先進的な自治体では図書館カードに利用し

ている。普及が進めば、市が発行しているカードをマイナンバーカードに統一する

ことも考えられる。先ほどの個人認証の再登録についてであるが、特別定額給付金

は６桁以上の番号が必要であるが、マイナポイント事業の予約の際のパスワードは

数字４桁の番号で登録できるので、窓口で再度登録が必要になることはあまりない

と考えている。 

＜松山副委員長＞ 

 新型コロナウイルス対策事業の申請の関係で、山間部の住民も、市役所へ書類を取

りにいかなければならないことがあった。マイナンバーカードでとれる書類の拡充

はできないのか。支障となっている理由も教えてほしい。 

＜企画調整課長＞ 

 戸籍に広げていくことに支障となることについては、市民課が担当しており当課で

は把握していない。 

＜松山副委員長＞ 
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 マイナンバーカードでとれる書類が増えれば、ウイズコロナと言われる中、市とし

てもメリットになると思うが所見は。 

＜企画調整課長＞ 

 マイナポイントの登録は、スマホやパソコンでできる。スマホについては、特別定

額給付金のオンライン申請の関係で対応機種が大きく拡充された。その他、マイナ

ポイント手続きスポットでも可能であり、市町村窓口以外にも、郵便局やコンビニ

のマルチコピーでも手続きができるということで、国も対応の拡充をされている。

１カ所に集まることを防ぎ、いろいろな窓口を民間の協力を得ながら広げていって

いる。 

＜松山副委員長＞ 

 国は、マイナポイントの促進というよりも、マイナンバーカードを取得してもらう

ことだけを考えている。最後はマイナンバーカードの普及率だけが見られると思う

ので心配している。制度については理解しているので、市民によりわかりやすい説

明をお願いしたい。 

＜木曽委員＞ 

 井手町や大津市で窓口業務がシャットアウトし、手続きが滞ってしまうということ

が現実に起こった。亀岡市で庁舎全体を閉鎖しなければならなくなった場合、どの

ような対応が必要となるかを早急に考えておく必要があると思うがどうか。 

＜企画管理部長＞ 

 マイナポイント事業を進めることにより、マイナンバーカードの普及が進むと、日

本全体がデジタル化、電子化の方向になる。亀岡市も、デジタル化、電子化に合わ

せていろいろなことをやっていかなければならない。ウイズコロナ後の自治体の在

り方が、これから大きなウエイトを占めるので、木曽議員に言っていただいたこと

については、亀岡市総合計画の中で、ウイズコロナを受けて行政の在り方をどうす

るのかという観点で検討していきたいと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 中国や韓国は、新型コロナ対策の先端的な取り組みを進めて、感染防止を徹底的に

行い評価されている。よい面と悪い面を検証する必要がある。それは自治体も同じ

であると思う。そうすることでタイムリーな対策を取っていけると思うので、考え

ていただきたいがどうか。 

＜企画管理部長＞ 

 先ほどの件も含めて、総括的にウイズコロナということを受けて、いろいろな施策

の中で行政の新たな展開をしていかなければならない部分については、総合計画の

中に盛り込んでいきたいと考えている。 

＜三上委員＞ 

 承認すれば説明責任があるので確認するが、マイナンバーカードで買い物をするわ

けではなく、マイナンバーカードを作れば、自分の持っているクレジットカードや

イコカなどを自分で選んで、そこに２５％ポイントが付く。それは今年９月１日か

ら来年３月３１日までで、それを過ぎれば無い。キャッシュレスやクレジットカー

ドで対応している店舗は、今まで通りのレジでよく、新たな負担はない。ポイント

については、国が税金を使ってやる。私たちの税金の結構な額が使われる。概要は

そういうことか。 

＜企画調整課長＞ 

 概要はそのとおりである。国の予算は、４，０００万人を見込んでいる。ＩＤ設定

された方が６５万人で、まだまだ開きがある。 
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＜三上委員＞ 

 国の予算総額は。 

＜企画調整課長＞ 

 昨年１２月に出ている資料では、令和２年度予算案に２，４７８億円を盛り込むと

いうことである。 

＜三上委員＞ 

 市民への周知に対して、市の経費はかからないということか。 

＜企画調整課長＞ 

 配布しているものは、国から送られた原稿データをプリントアウトしたものである。

亀岡市であれば４万枚弱を全戸配布するが、枚数分のチラシが国から送られてくる

ということではない。国が作った原稿を市町村がカスタマイズして印刷物にしてい

くということで、今回の予算の中にもチラシ印刷経費をあげており、国の補助金を

受けて作る予定である。 

＜山本委員長＞ 

 マイナポイント事業の目的の中に、マイナンバーカードの促進がある。交付円滑化

計画を策定されていると思うが、この事業による普及をどれくらいと見込んでいる

のか。 

＜企画調整課長＞ 

 交付円滑化計画は市民課が所管しており、計画内容は把握していない。 

＜山本委員長＞ 

 チラシを作って全戸配布をするということであるが、チラシを紛失してしまうこと

も考えられる。タイムリーにチラシを渡すということは考えていないのか。また、

専用窓口を作るということだが、誘導の声かけを行う予定はあるか。 

＜企画調整課長＞ 

 マイナンバーカードの交付は市民課で行っている。交付時にマイナポイントのチラ

シを渡すよう準備したいと思っている。市民課へ来られた際にパソコンで設定して

帰るという方については、情報コーナーに専用パソコンを置いているのでそちらを

案内してもらう。 

＜山本委員長＞ 

 プレミアム率が２５％と大きいので、パソコンやスマホを持っていなくても、マイ

ナンバーカードさえ持っていれば自分で使うことができると認識されるような方向

に持っていっていただきたい。また、マイナンバーカードの利便性を感じていただ

けるような事業をもっと増やすよう要望する。 

（質疑終了） 

 

１１：１３ 

（企画管理部 退室） 

 

（生涯学習部 入室） 

１１：１４～ 

（生涯学習部 入室） 

【生涯学習部】 

（１） 第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

生涯学習部長  あいさつ 
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各課長     説明 

１１：２９ 

≪質疑≫ 

＜木曽委員＞ 

 先日、かめおか霧の芸術祭実行委員会を傍聴したが、どのような位置づけでやってい

こうとしているのかがますますわからなくなった。これは私の率直な感想である。実

行委員会で、画家の吉田さんは、かめおか霧の芸術祭は本来の芸術祭の視点とは違う

のではないか、もう少し考えるべきではないかと言われた。アドバイザーの徳山さん

は、これからもっとお金をかけて長期的にやっていくと言われたように記憶している。

亀岡市が企画していろいろなことをやるよりも、団体や個人がされることに補助金を

出す方が的確なのではないかと感じる。地方創生の補助金をとり、若手の市職員と副

市長がプレゼンを行って地方創生担当大臣賞を受賞したこともあって、継続しなけれ

ばならないと思われたのかもしれないが、予算特別委員会において附帯決議を付けて

いる。その時の市長質疑で、市長はこの事業はやめていかないといけない予算でもあ

ると発言された。議事録も、音声も画像も残っている。それは、重く受け止めていた

だかなければならないことだ。議会と理事者の信頼関係の問題でもある。そういうこ

とも前提に、附帯決議を付して予算を認めた経過がある。一般質問で、市長はこれか

らもこの事業は継続していくし、芸術の無いすさんだ市になってはいけないと言われ

た。この事業は補助金もあるので減額できないとのことであるが、なぜできないのか

を詳しく説明してほしい。 

＜文化国際課長＞ 

 かめおか霧の芸術祭自体がわかりにくいということで、今年度はできるだけわかりや

すい取り組みを実施しようと考えている。芸術家や取り組んでいる若い人たちだけが

やるのではなく、地域を巻き込み、地域にとって影響のある事業であるということが

わかるように協議を重ねている。ＫＩＲＩ ＣＡＦＥのある千歳町毘沙門地区は、昔か

ら竹が特産品であったが、作る人がなくなっているという話を聞き、地域の人たちと

竹について語ったり、地域資源をアートで見せていくなど、なるべく地域の皆さんの

生活と関わりのあるところで実施したいと考えている。キリキリ芸術大学というわか

りにくい名前で説明したが、既にアーティスト１３～１４名と話をして、１１月まで

ＫＩＲＩ ＣＡＦＥで講座を開くことも決まっている。新型コロナウイルスの影響で、

新しい生活を誰もが考えている時であるが、実行委員会では、消費するという時代か

ら、これからは創造する時代であるという話をしている。人、地域と関わりながら実

施する芸術祭だと思っている。 

＜木曽委員＞ 

 歴史や芸術を無視するよう言っているのではない。自治体がしなければならないこと

なのかということを言っている。自治体主体でしなくても、支援はできる。支援して

いる市はいくらでもある。行政が地域を巻き込んで芸術祭をするということに疑問を

感じている。アドバイザーの徳山さんは、他の芸術祭とは今は桁が違うが、あと何年

か辛抱すればと言われたので、亀岡市はどこまでお金をつぎ込むことになるのかと驚

いた。それは違うと思った。芸術家が育っていくよう支援していくことはよいが、な

ぜ行政が関わるのかという話をしている。関わり方の問題である。夏の花火大会など、

いろいろな事業が中止されているのに、この事業だけが継続されてやっている理由が

わからない。亀岡におられる芸術家が新型コロナウイルスの影響で経済的支援を必要

とされているのであれば、給付金で応援する方がもっと有効だと思う。その方が、市

民理解が得られると思う。今、困っている人は誰か。これから経済的にもっと厳しく
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なる。そこに目を向けて施策を打っていかなければ、亀岡市自体が市民から信頼され

なくなるのではないかと思う。日々、商売に奔走され、明日にも倒産するかもしれな

いということが起こっているにも関わらず、市議会も亀岡市も何をしているのだと言

われたくない。そういうところに目を向けずに、芸術とか人権を語ることは難しいと

思う。行政の満足であってはいけないと思う。行政は市民福祉のためにあるべきだ。

今の大変な時期にあっても、霧の芸術祭の方が大切な理由を聞かせてほしい。 

＜文化国際課長＞ 

 それよりも大切かと言われると、両方大切だと考えている。市長は、木曽議員の一般

質問の答弁で、将来亀岡市が単なる地方都市ではなく、輝くまちとなっていくために

必要な事業のひとつと考えていると言われた。輝くまちということを考えた時に、目

に見えないものではあるが精神的な豊かさが大切であると思っている。お金には変え

られない、生きるための喜びや楽しみが大切であり、そういったものが豊かであれば、

どこから見ても輝いているよいまちになると思っている。これまでに、霧の芸術祭で

やってきたことに共感して亀岡に移住された方もある。スタッフの２人も、霧の芸術

祭に感銘を受けて、東京から亀岡に住所を移してこの仕事をしている。創造するとか

心が動くというのは、見てときめいたり、自分で作る喜びであり、これまで亀岡でこ

のような動きがなかったので、始まったのが霧の芸術祭である。これから行政が多額

のお金を出していくことは考えていない。今年度は金額が大きくなっているが、ＫＩ

ＲＩ ＣＡＦＥの運営も、今までは大学との連携ということで支援していたが無くした。

市や実行委員会が行っていたＫＩＲＩ ＷＩＳＤＯＭという事業も違う団体に委託す

るなど、少しずつ移行しながら、市民でできるように考えている。実行委員会に来て

おられた女性は、文化交流協会の会長で邦楽をされているが、今年度は霧の芸術祭と

一緒にしたいと言われている。霧の芸術祭に賛同して、広がりや集まりがあり、移住

につながったりしている。輝くまちになるために、きっかけづくりをしているところ

である。 

＜木曽委員＞ 

 非常に希望に満ちた話をしていただいたが、現実は、今、希望に満ちた話をしている

時なのか。市民の明日の生活を支える立場で動かなければならないのではないか。議

員も市職員も、新型コロナウイルスの関係で経済的に厳しいという状況にはない。し

かし、まちを見ると、厳しい経済状況で明日倒産するかもしれないと感じながら商売

をしておられる方がおられ、多くの企業が、これから年末までに、更に経済的に厳し

くなると予測されている。この事業を実施した時に、どうなるのかという思いを持っ

ている。今の新型コロナウイルスの状況の中で、本当にこの事業が市民の心を豊かに

し、将来を担うことにつながるのか心配である。実行委員会を傍聴した時、吉田さん

が２日間くらいで何がわかるのかと言われた。吉田さんは芸術家の中でも群を抜いて

素晴らしい人であろうと想像するが、展示は１カ月くらいかけて、本当のよさを知っ

てもらうことが大事だと言われたと感じた。私も日吉町で同郷ということもあり、外

に出て発信されているということに対して非常に共感した。霧の芸術祭の方向性は、

あまり理解されていないと感じたが、そういうことからも、補助金をもらっているか

らやるということだけでなく、地に足付けて、今亀岡市がやらなければならないこと

かを議論していかなければならないと思っている。３月の市長質疑、附帯決議につい

ては、市と議会の間で交わした約束ごとである。予算を認める前提である。それに対

してしっかりとした説明がないと納得できない。亀岡の厳しい経済状況の中で、この

事業を続けられるのか。 

＜生涯学習部長＞ 
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 実行委員会で、吉田先生をはじめ、いろいろな意見をいただいた。結果的には、この

事業を継続していくという結論が出た。今の経済状況、また、２次感染、３次感染も

危惧される。この事業を、地域の方に参加いただき、経済的効果も生みつつ、ポスト

コロナに向けての励みになるような事業として展開させようと考えている。公金を使

い、単費もあるので、市民理解をどう得られるかが最大のポイントになる。市民にわ

かりにくい部分があったので、今年度から、視点を変えて、地域の課題を外部の力を

借りて解決していこうと考えている。そういうことであれば理解していただけると思

うので、留意しながら進めていきたい。 

＜木曽委員＞ 

 新型コロナウイルスの影響で、芸術家は全国的に大変である。リモートで自分の作品

や技術を発信しておられる。素晴らしいことであり、これからの形だと思うので、そ

れを応援するような施策を打てばいいのではないか。亀岡にある芸術をホームページ

などで発信し、ＳＮＳで芸術家に活躍できる場面を与え、クラウドファンディングな

どを使って応援できる体制づくりをしていくのが行政の立場だと思うがどうか。 

＜生涯学習部長＞ 

 そのとおりである。公共の立場として、公金を使うということがどういうことなのか

を伝えながら、そのような場面も実行委員会を含めた中で検討していきたい。 

＜福井委員＞ 

 京都スタジアム関連事業経費であるが、何をするのか。 

＜生涯スポーツ課長＞ 

 ラフティング、パラグライダー、トレッキング、乗馬などの亀岡でできるアクティビ

ティを知ってもらうために、パラグライダーであれば浮遊体験をしたり、ラフティン

グであればボートに乗って雰囲気を楽しんでもらったり、また、映像を大型ビジョン

で流すなどを考えている。 

＜福井委員＞ 

 京都スタジアムを使って、パラグライダーやラフティングを集結し、イベントをする

のか。 

＜生涯スポーツ課長＞ 

 イベントから発信することが一番わかってもらいやすいので、イベントを行う。 

＜生涯学習部長＞ 

 京都スタジアムができて、多くのサッカーファンが訪れられる。また、市内にはラフ

ティングの会社や乗馬クラブがあり、パラグライダー、近年ではランニング、サイク

リングなどで亀岡市域が多くの事業者に使われるようになった。事業者が個々に事業

を行っているが、各事業者に連携していただくことにより、スポーツツーリズムが生

まれることも可能になる。京都府も、中部以北をスポーツ聖地の拠点ということを計

画に掲げている。京都縦貫自動車道ができて、近畿圏内から日帰りで来れるという立

地条件も満たしている。流入人口を増やし、資源を上手く活用して、亀岡をスポーツ

ツーリズムの聖地としていくためのＰＲイベントとして開催することが、大きな目的

の一つである。 

＜福井委員＞ 

 それをしたいと思って補助金申請を行ったのか。 

＜生涯学習部長＞ 

 当初予算で１００万円を単費で計上している。並行して補助金を申請していた。 

＜福井委員＞ 

 まるごとスタジアム構想、ガーデンミュージアム構想など、市長の構想がいろいろと
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あるが、何をするのか、目的は何か、シティープロモーションなのか、疑問点が多い。

目的が何なのかが私の中で落ちていない。霧の芸術祭もそうである。市長は、木曽委

員の一般質問の答弁で、霧の芸術祭は亀岡のリーディング事業だと言われた。この事

業ができなければ、普通の自治体と同じように朽ち果てて無くなっていくという意味

のことを言われた。なぜ無くなっていくのか、この事業が無ければ亀岡がもたないの

か、はっきり説明してほしい。一生懸命されていることは認めるが、わからないのに、

どうして市民に説明できるのか。 

＜三上委員＞ 

 京都スタジアム関連事業のターゲットはどこか。 

＜生涯学習部長＞ 

 市の事業であるので、もちろん市民に、日ごろ知らない体験ができ、いろいろな情報

を得ていただける仕掛けをしていきたい。京都スタジアムには京阪神からの来場者が

非常に多いので、ターゲット層としては家族連れの方々に、キャンプや各種アクティ

ビティを楽しむために来ていただきたい。 

＜三上委員＞ 

 霧の芸術祭は、質疑がかみ合っていないように感じた。課長が言われる趣旨や意義は、

否定するものではない。これまで議会で論点となったことを自分なりにまとめると、

一つは、通年の取り組みであって、市民に芸術性に触れてもらえるものにしていくと

いうことであるが、その点では非常にわかりにくい。市民にわかりにくい。我々議員

も市民に説明できない。わからないイコール市民には自分たちのものにならないこと

になる。二つ目は、行政がどこまで主導でやっていくのかという問題である。芸術家

らが成熟すれば、支援のお金は出すとしても、数年で行政は手を引いていくというこ

とも手であるが、あれもこれもアートだと言ってしまえば、野菜を売るのもアートだ

というように、いろいろなものが入ってくる。他の所管も巻き込んでいくということ

が争点になる。もう一つは、総務文教常任委員会で、新型コロナウイルスで大変な時

期だからやめるべきだと提言を出した。それに対しての課長の答えがない。この事業

の意義や重要性は言われた。霧の芸術祭に参加したいから移住したいという人がいる

ということはわかる。芸術家は、自分たちのパフォーマンスができる場、発信できる

場を絶えず求めておられる。亀岡市という公共団体が芸術祭をするというのであれば、

乗っかりたいという人がいて当然である。私はスポーツをしている。自分の記録を出

し、パフォーマンスをする場として、亀岡ハーフマラソンに毎年出ている。今年もや

ってほしかったが中止になった。でも、この時期だから仕方がないと納得できる。よ

い事業だからコラボしたいと思っておられる芸術家も、この時期だから中止になって

も納得されると思う。この提言に対して、なぜ今やめられないのかという答えがなか

ったと感じた。明確なものがないのであれば、この時期だということについては考え

てもらわなければならないと思う。 

＜文化国際課長＞ 

 こういう時代であるから、心が豊かになるようなことを支援策として実施していきた

い。旅行に行けなかったが行けるようになる、美術館が開くというような、心が満た

されるようなことが、国の支援のもと充実される時期にきている。同じように、芸術

を見ることによって気持ちが救われるということもある。そういう意味で、この時期

にこの事業をやりたいと思っている。 

＜木村委員＞ 

 補助金のこともあり、絶対やりたい、他の方法はないというように言われるが、三上

委員が言われたように、１２月の亀岡ハーフマラソンはそれほど密ではないと思うが
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中止になった。霧の芸術祭は、２日間、ガレリアかめおかで開催できるのか。木曽委

員が言われるように、芸術家が困っておられるのであれば、他の支援方法もあると思

う。 

＜文化国際課長＞ 

 コアイベントという中心となるイベントの会場は、ガレリアかめおかを見直したいと

思っている。候補として、京都スタジアム、もしくはまちなかをターゲットとしてい

るので、大本や空き家を点々とつなぎながら、密にならないことを重点として実施し

たいと考えている。１カ所に全員が集まるということはないように考えている。 

＜木村委員＞ 

 密にならないようにと言われるが、市民は、亀岡ハーフマラソンが中止になったのに、

なぜ霧の芸術祭をするのかと単純に思われるのではないか。市民の反感を買うかもし

れないというリスクがあるのに、絶対に実施しなければならない思いとは何か。 

＜文化国際課長＞ 

 言われることもわかるが、一方、楽しみにしておられる方もあると自負している。こ

れまでＫＩＲＩ ＣＡＦＥに集まって実施していたトークイベントを、今回オンライン

配信をしたり、オンライン展覧会をしたり、週末のワークショップも、人数を１０人

ほどに絞って密にならないよう配慮するなど、今できる最善の方法を考えて実施して

いる。 

＜木村委員＞ 

 芸術祭をどのように開催するのかわからない状態である。どうしてもやりたいという

意向が常に出ているが、もう少し柔軟に考えるべきではないか。亀岡ハーフマラソン

が、屋外で行うスポーツでありながら中止になったということのイメージが大きいと

思う。他のイベントが中止になる中、これだけやるというのはリスクがあると思う。 

＜福井委員＞ 

 実行委員会で吉田先生が、これまで生涯学習の中でいろいろな教室や講演会、陶芸教

室などをやってきたと言われた。今回、霧の芸術祭の中で、いろいろな事業が行われ

るが、生涯学習の一部なのか、霧の芸術祭の一部なのかの棲み分けがわからない。 

＜生涯学習部長＞ 

 亀岡市は生涯学習都市という、まちづくりすべての根幹となる宣言を行っている。生

涯学習かめおか財団が行うカルチャーセミナーや、個人の芸術家がされる創作活動、

霧の芸術祭の中で行われる個々の活動は、すべて生涯学習の一環だと思っている。吉

田先生は、これは霧の芸術祭の中でやるという差異化を図ることが必要であろうとい

う意見は言われた。私は、ばらばらではなく、生涯学習の中の一つの事業であると理

解している。 

＜福井委員＞ 

 事業目的を明確にしていかなければ、いつまでたっても霧の芸術祭は霧の中である。 

＜石野委員＞ 

 霧の芸術祭を実施する時期は決まっているのか。 

＜文化国際課長＞ 

 集大成となるコアイベントは、２月実施を考えている。ワークショップなどは、新型

コロナウイルスの影響でこれまで控えていたが、今週の土曜日から毎週末開催する。

その他のイベントも、ほぼ毎週実施を予定している。いつするのかと言われると、毎

日開催の芸術祭と言っているようにずっとやっているが、コアイベントは２月に開催

しようと考えている。 

＜石野委員＞ 
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 第２波、第３波が秋口から冬にかけて来るということは想定の下だと思う。昨年度に

ガレリアかめおかで開催されたイベントに参加した。それほど多くの参加はなかった

が、私には難しくてわからなかった。市民にこぞって参加してもらえるようなものに

してほしいという思いである。東京オリンピック聖火リレーは、５月２６日に実施さ

れる予定であったが、早い時期に中止が決まっている。提言も出した１，２００万円

の予算の削減が、なぜできないのか。 

＜生涯スポーツ課長＞ 

 今年の聖火リレーはなくなったが、組織委員会は聖火リレーを１年遅らせて実施した

いと言っている。看板設置や警備計画の見直しを、今年度中に実施しなければならな

いので、本年度の事業費を落とすことはできないということである。 

＜石野委員＞ 

 これから南半球で新型コロナウイルスの感染が拡大し、その後、日本で秋から冬にか

けて出てくると言われている。そのような時期に、外国から日本に来てくれないと思

う。今年の聖火リレーの予算は、当初予算で出てきていた。それを一度落として新型

コロナウイルスの対策に振り向けて、３月にまた計上すれば、大手を上げて賛同する。 

＜生涯スポーツ課長＞ 

１,２００万円の予算も、令和２年度の予算として計上していたが、令和元年１２月議

会で債務負担行為を承認いただき、令和元年度から事業を進めてきたという経過もあ

る。いったん予算を落とすことは可能かもしれないが、現状は来年聖火リレーを実施

することになっているので、落としてまた１２月に予算を計上するよりも、残してお

く方が妥当と考えている。 

＜浅田委員＞ 

霧の芸術祭実行委員会を傍聴した時、松井さんが、他の芸術祭は何億というお金を使

っているところもあるのに、亀岡はこれだけの予算でやるのかと発言された。亀岡市

としては、とても大きなお金だと思う。その後、吉田さんが、公金をこのような形で

使っていいのかというような発言をされた。吉田さんは、実行委員の中にもいろいろ

な意見や考え方があるが、実行委員全体が一つになって、個別にコミュニケーション

を取り、もっと綿密に計画し、若手の芸術家の発表の場としていきたいと言われてい

た。まず、そこからだと思う。新型コロナで厳しい時期でもある。千歳町で始まり、

旭町にも霧の芸術祭が広がっていくことは、地元もとても喜んでおられる。一方、新

型コロナに関しては心配の声もある。公金の使い方について、実行委員の考えがばら

ばらのままで来年も同じことを協議するのであれば、今年のこの時期に一つのまとま

りを作っていくことが必要ではないかと思う。 

＜文化国際課長＞ 

 吉田委員のコミュニケーションに関する意見については、大変反省し、今後のことを

考えている。来週月曜日に、吉田委員も交えて今後の美術作品の展示の在り方を考え

る予定である。２日間しか展示の機会がなかったということで、今回は１カ月という

期間を文化資料館と一緒にやろうと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 根本的に、市民理解が得られるように持っていくべきだと思う。亀岡には文化ホール

がない。亀岡会館もなくなり、市民要望も多く出されているのに見向きもせず、話だ

け聞いてお茶を濁しているようなことになってしまっている。文化資料館にしても、

基本構想を出しても取り組みがされない。にもかかわらず、理想論のような話ばかり

して、身近なことに見向きもしないようなことであれば、市民理解が得られるはずが

ないと思う。文化資料館も３年後には建築の方向にいくとか、文化ホールも５年後に
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は考えていくとか、そのような方向性がなく、ガレリアかめおかの音響の悪いところ

で、芸術らしい芸術もできないこと自体が問題だ。ガレリアかめおかの音響は、ひど

いものである。コンベンションホールは展示用だ。まともな施設もないまちが、何を

声高に文化や芸術と言っているのか。足元を見てから話をすべきだ。市民から問いか

けられるのではないか。今、何が大事なのか。市民の生活、要望に視点を置かない限

り、基礎的自治体の生き残る道はないと思う。新型コロナウイルスに関しては、非常

事態である。その認識が全くないことが残念である。その影響がこれからじわじわと

出てきて、元どおりになるには２年、３年かかるかもしれない。市民の身近なところ

に目を向けてほしいと思う。 

＜文化国際課長＞ 

 おっしゃるとおり、市民が希望を持てるように事業を行っていきたいと思っている。

霧の芸術祭実行委員会がやっていることが、わかりにくかったと痛感している。附帯

決議をいただいた段階で、実行委員の中でも重く受け止め、話し合って、市民に喜び

や希望が与えられ、市民にわかってもらえることを重点的に考えてやってきている。

それがまだお見せできていないので、伝わらないのは当然であるが、霧の芸術祭は、

アート作品を展示して見てもらうという一般型ではない。野菜がどうして芸術作品な

のかというと、立派に育った野菜は手間暇をかけて作られたものである。それは工業

製品も一緒で、大量生産で流れ作業で作るのではなく、ひとつひとつ陶芸家が作る。

同じように手作りしたもので、大切な物である。 

＜木曽委員＞ 

 花火大会がなくなって残念である。皆さん芸術的な花火を楽しみにされていた。全国

の花火師が、自分たちの心意気として、密にならないように黙って、北海道から沖縄

まで、全国で打ち上げた。それが芸術家の心意気である。大変な状況だと思うが、芸

術家の置かれている立場をわかっているからこそされたことだと思う。課長の言うこ

とは、総論としてはよくわかるし否定はしないが、公金を使うには市民理解が必要で

ある。吉田さんも言われたように、そこにまだ到達していないのに、一生懸命に言わ

れるので話がややこしくなっている。課長は市民理解が得られていると思っているが、

我々は得られていないと思っている。霧の芸術祭に参加している人は、理解されてい

るかもしれない。そんなことを言い出せば、マラソンが好きな人もあれば、花火の好

きな人もあれば、花を好きな人もあれば、いろいろな人がいる。皆に同じようにしな

ければならないことになる。それよりも今、大事なことは何か。市民理解が得られる

ことではないかと思う。はっきり言うが、この事業は１日も早く終息して、やめるべ

きと断言しておく。これから、誰が責任をとるのか。我々もそれを認めてきたことに

なる。 

＜三上委員＞ 

 市長質疑の市長の発言を受けて附帯決議を出し、月例の総務文教常任委員会で、コロ

ナの時期だから今年の予算は落とすべきと提言した。それを受けて、実行委員に対し、

今年はいろいろと計画していたが、密になることはやめて、代わりに芸術家への支援

や、それぞれが芸術を発信できる方法を考え、講演会も最小限にとどめて、新型コロ

ナが終息した時にはよいものができるように考える１年にしましょうというような提

案をするから、議員の皆さん来てくださいということで、実行委員会に招待されたの

だと思っていた。ところがそうではなく、議員は何を言っているんだ、来てもらえば

わかるからと招待されたのだと思った。私は実行委員会に行っていないが、参加され

た委員からは、余計にわからなくなったと聞いている。今からでも、今年は力をため

る年にしましょうという発信はできると思う。部長や課長が矢面に立っておられるが、
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この話を一番聞いてもらわなければならないのは市長である。市長の発言が１８０度

変わった。真っ先に切られる事業であると言っておきながら、リーディング事業だと、

これがなかったらダメだと言われた。この３カ月で何があったのか。市長にその真意

を問わないと、この事業については納得できないままに態度を決めなければならない

ことになるので、そういう場が必要だと思っている。答弁は結構である。 

＜木村委員＞ 

 マスクをジャンジーラ市に送るということであるが、市役所に回収箱が置いてあるの

か。 

＜文化国際課長＞ 

 １階受付を、マスクの受付場所としていた。また、直接５階まで持ってこられる方や、

郵送された方もあった。多くの方が持ってきてくださっており、昨日現在で５，８４

３枚集まっている。北海道や東京など、各地から集まってきている。 

＜木村委員＞ 

 千代川町は、つい最近アベノマスクが届いたようだ。もう不要だという声を聞くが、

回収箱に入れてもよいか。 

＜文化国際課長＞ 

 お預かりするが、今日までが募集の締め切りとなっている。月曜日であればまだ間に

合うのでお受けする。 

（質疑終了） 

１２：４５ 

 

（２）第４号議案 訴えの提起について 

 

 人権啓発課長  説明 

１２：４７ 

≪質疑≫ 

 なし 

 

（生涯学習部 退室） 

 

（休 憩）                       １２：４７～１３：４５ 

 

１３：４５～ 

（総務部 入室） 

【総務部】 

（１） 第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

総務部長  あいさつ 

各課長   説明 

１３：５１ 

≪質疑≫ 

＜木曽委員＞ 

 予算の関係ではないが、防災マップが配布されたが、２年前に移設した篠町の派出所

の位置が、以前の自治会になっている。自治会長にこれではダメだと伝えておいたが、

作り直すのか。 
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＜自治防災課長＞ 

 京都府の浸水想定区域図を使用したが、派出所の位置のチェックが漏れていた。自治

会長から連絡があり、区長会で訂正の説明をさせていただき、６月１５日の各戸配布

で、篠町にお詫び文書を配布している。今後の直し方については、自治会長と協議を

進めている。 

＜木曽委員＞ 

 自治防災課は、派出所移設にご苦労いただき、一番よく知っているはずであるにも関

わらず、気が付かなかったのか。交番は、安全安心の一番大事な場所である。自治会

と駅前とはかなり距離が離れている。篠町は、新しい住民が増えている。旧村の人は、

自治会のところに派出所があると思っておられるので、あの地図を見れば、やはりこ

こにあると思われる。防災マップを作るのに、いくら費用がかかっているのか。 

＜自治防災課長＞ 

 防災マップは、国庫補助金があたっている。印刷とデータ処理に分かれているが、手

持ち資料がないので確認させていただく。 

＜木曽委員＞ 

 国庫補助金でも京都府の補助金でも、税金である。それを使って間違ったものを配布

してしまって、作り直すのか。各戸を修正して回るのか。なぜチェックできなかった

のか。 

＜自治防災課長＞ 

 早急に区長に説明し、訂正文を各戸配布した。 

＜木曽委員＞ 

 自治会に入っておられない方もある。７５％の加入率とすると、２５％には訂正文が

届いていないがどうするのか。 

＜自治防災課長＞ 

 各戸配布については、訂正版を出している。今年度中に作り直すことは難しいかもし

れないが、篠町は夕日ケ丘も土地の形状が変わっているので、その訂正も合わせて検

討する。 

＜木曽委員＞ 

 形状が変わっているのに、前のままでは防災マップにならない。集会所もできている

のに入っていない。避難所であり、防災マップに載せなければならないところがなぜ

漏れたのか。チェックをしっかりすべきである。亀岡地区の防災マップにも、あの辺

りまで載っているのではないか。 

＜自治防災課長＞ 

 京都府の浸水想定区域図を基に作成している。夕日ケ丘は形状が変わったが、浸水域

には含まれていない。緻密にチェックし、形状を変えることは可能であった。工業団

地もできつつあるので、修正は可能であると思う。市道北古世西川線や大井町区画整

理区域は、京都府の浸水想定区域で言う浸水域が入っており、単純に地上げをしたか

ら色が薄くなったという訳にはいかない。府が、全体の中で、ここが上がれば水がど

う流れるかというようなシミュレーションをした上で浸水想定区域図ができているの

で、市としても府の浸水想定区域が変われば、そこは変えられる。夕日ケ丘のエリア

については真っ白だったので、そこは訂正する時に直す。 

＜木曽委員＞ 

 間違いは、お詫びし訂正しないと混乱を起こす。篠町の議員は５人いるが、チェック

できなかったのか、行政任せにしていたからだと責められている。どうするのか。 

＜総務部長＞ 
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 自治会と相談して、最善の方法を探っていきたい。 

＜自治防災課長＞ 

 防災マップの経費は、データ作成に約６００万円、印刷に約２１０万円かかっている。 

＜木曽委員＞ 

 できるだけ早く防災マップを差し替えてもらいたい。 

＜浅田委員＞ 

 千歳町自治会の耐震工事は、新型コロナウイルスの関係で遅れるということはないか。 

＜自治防災課長＞ 

 そのようなことは聞いていない。昨年度、耐震診断をされ、改修に高額の費用がかか

るので、実施するかどうかの判断が少し遅れていたということは聞いている。 

（質疑終了） 

１４：０８ 

 

（２）第２号議案 亀岡市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 

   自治防災課主幹 説明 

１４：１０ 

≪質疑≫ 

＜木村委員＞ 

 昨日の一般質問で、部長は、分団長が亡くなられた場合は３００万円と答えられたの

で、何年間かと聞くと、奥さんは亡くなるまで、息子さんは２０歳になるまでと言わ

れた。分団長が４５歳で亡くなられ、奥さんも４５歳であれば、年間３００万円をず

っともらい続けるということか。 

＜総務部長＞ 

 奥さんと子ども２人で計算して３００万円である。子ども２人が成人された時点で、

奥さん１人だけでの状態が続く。例えば、奥さんが２００万円、子どもが５０万円、

５０万円で３００万円になっているとすれば、子ども２人の成人後は奥さんに２００

万円がずっと支払われる。 

＜木村委員＞ 

 奥さんが亡くなるまでか。 

＜総務部長＞ 

 そうである。 

＜木村委員＞ 

 独身の方が亡くなられた場合は、年間１７０万円くらいであったが、遺族のお父さん、

お母さんが亡くなるまでか。補償額は年金のようなもので、いくらということではな

いということか。 

＜総務部長＞ 

 基準額に基づいて計算式で支払われるということである。 

＜木村委員＞ 

 けがや病気の場合は、治療費が支払われるということか。病気になり後遺症が出た場

合も後遺症に算定して、１４級から１級まであるが、それに算定されて遺族に払われ

るということか。 

＜自治防災課主幹＞ 

 そのとおりである。必要額ということで、その分について支給される。 
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＜福井委員＞ 

 ここに書かれている金額は日額か。どういう時に補償するのか。 

＜自治防災課主幹＞ 

 補償の基礎額で、算定基準になる金額である。例えば、消防団勤続２０年の分団長が

死亡された場合、遺族補償年金として、改正前はこの基準で計算すると年額２９６万

２，００９円が支給されることになっていたが、改正に伴い２９７万１，０２９円と

なる。差額は８，９２０円になる。３０歳独身で両親を扶養していた場合は、改正前

は年額１８５万６，０３４円が支給されることになっていたが、改正に伴い１８７万

６，１３４円となり、差額は２万１００円になる。 

＜福井委員＞ 

 死亡の場合のみか。 

＜自治防災課主幹＞ 

 死亡の場合の金額を説明させていただいている。 

＜福井委員＞ 

 この基準は、亡くなった場合の基準なのか。 

＜自治防災課長＞ 

 治療費は、共済保険で出る。配偶者については、妻の場合は年齢は問わないが、女性

消防団員が亡くなられた場合、夫がもらえるのは６０歳以上になってからである。子

どもは、満１８歳までである。 

＜福井委員＞ 

 もう一度聞くが、この基準は亡くなられた場合の基準なのか。 

＜自治防災課主幹＞ 

 これは遺族年金ということで、公務災害補償については、療養補償、休業補償、疾病

補償年金、障害補償、介護補償、遺族補償、総裁補償がある。 

＜木村委員＞ 

 入隊団式でそういった説明があったのか。補償内容は周知徹底した方がいいと思う。

後日でいいので、議員にも教えてほしい。 

＜山本委員長＞ 

 資料提出をお願いする。 

（質疑終了） 

１４：１８ 

 

（３）報告第４号 亀岡市税条例及び亀岡市都市計画税条例の一部を改正する条例の 

制定について 

 

   税務課長 説明 

１４：２５ 

≪質疑≫ 

＜木曽委員＞ 

 市の税収が減ってしまうが、特別交付税で全額措置されるのか。期間はどのように

設定されているのか。 

＜税務課長＞ 

（１）は徴収猶予であるので、１年後になってしまうということだが、それ以外の分

については、減収分、例えば固定資産税をゼロとしても、全額国費で補填される。減

額した年度に、交付金として交付されると承知している。 
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＜木曽委員＞ 

 １年間の猶予については、１年後に支払いができなくなった場合はどうなるのか。 

＜税務課長＞ 

 １年猶予ということは、１年後に２年分を支払っていただくことになる。そのため

にも（２）の中小事業者が使用する家屋、償却資産については、売り上げが前年か

ら３０％から５０％減った場合は税額を２分の１にするとか、５０％以上減った場

合は免除する特例措置があるので、令和３年度に発生する中小事業者の固定資産

税・都市計画税の軽減を受けていただくという形で支払っていただきたいと思って

いる。 

＜木曽委員＞ 

 新型コロナウイルスの関係は、税に関しては来年も影響すると思う。製造業に関し

ては、この６月後半から影響が表れてくるようで、９月には亀岡市内の事業者にお

いては７０～８０％仕事量が減るという通知を受け、先の見通しもないと聞く。そ

うなると、１年間の猶予で来年度払うということで、また（２）の減額を申請する

ことになると思うが、厳しい状況があると思う。国の措置だけではなく、市として

も、今後、事業者に対する対策を考えるのか。 

＜税務課長＞ 

 今回の緊急措置については、緊急事態宣言が発せられ、国で緊急経済対策が打たれ

たので、国の制度に基づき事務を進めていきたい。今後については、どうなってい

くかわからない状況である。亀岡市の温泉旅館も観光客が減っている。固定資産税

などの特例を受けていただき、観光客が早く戻りにぎわってほしいと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 滞納になってしまうと、税機構に振られることを心配されている。税機構にいく前

に、納税者と十分に話し合いをして、分割などの対応をしていただきたい。 

＜税務課長＞ 

 今回の特例措置では、１年間しか徴収猶予をすることができないので、１年後に再

度納付書をお送りし、お支払いいただくことになる。１年後の納期限を過ぎると、

税機構に移管することになるが、今後、支払えないような状況になると、新たな措

置がとられるのではないかと思っている。 

＜木曽委員＞ 

 税機構の問題については、全国でも京都府だけであり、差し押さえられて、競売に

かかって、事業もできなくなってしまうのではないかと心配する人が多い。その心

配を払拭するように、市でくい止める方法を模索し、税部門だけでなく市で対策を

とっていただけたら有り難いがどうか。 

＜税務課長＞ 

 税金は、決められた金額を支払っていただく公平公正の原則がある。決定した税額

については、納期限にお支払いいただくことになる。今回はコロナの状況であり、

１年間徴収猶予を行う。税機構でも換価の猶予制度がある。税機構には、納税者の

立場に立って相談を受けるようお願いしていく。 

＜自治防災課主幹＞ 

 先ほど、補償基礎額について死亡と回答したが、７種類の内の休業補償、疾病補償

年金、障害補償、遺族補償、葬祭補償についての基準額ということになるので訂正

させていただく。 

（質疑終了） 

１４：３５ 
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（総務部 退室） 

 

（教育部 入室） 

１４：３６～ 

【教育部】 

（１）第１号議案 令和２年度亀岡市一般会計補正予算（第３号） 

 

   教育部長  あいさつ 

各課長   説明 

１４：５９ 

≪質疑≫ 

＜三上委員＞ 

 各自治体は、タブレット端末が４万５，０００円では足りないということで上乗せ

していたり、国庫補助の範囲内で購入したりと様々である。また、リースか購入と

いうこともあるが、もう少し詳しく説明を。 

＜教育総務課長＞ 

 端末の購入にあたっては、当初、都道府県が共同調達するという話があったが、京

都府においては、共同の仕様書だけ示すと変わってきて、各市町村が購入すること

になっている。共同調達の仕様書では、端末は４万５，０００円で収まるが、設定

費用として１万２，０００円もしくは１万５，０００円という金額が出されており、

亀岡市も１台あたり９，８２０円を上乗せして予算計上している。 

＜木曽委員＞ 

 特別に支援が必要な子どもたちに対する支援体制は、学校ごとに違うのか。それと

も統一したことがあるのか。 

＜教育部次長＞ 

 子ども個々により実態は違う。支援学級を拠点として、教科により教育学級に行く

子どももいる。教科についても、国語や算数や理科については教育学級、それ以外

の教科については支援学級といったことを、事前に保護者とも話し合った上で計画

を立て、教育活動を進めていると理解している。 

＜木曽委員＞ 

 支援学級の子どもが教育学級に戻る時に、こういう子がいるので皆さん仲良くして

くださいと公表しているのか。どのような仕組みでやっているのかについて聞きた

い。 

＜教育部次長＞ 

 教育委員会から、こういうふうにしてくださいという指示はしていないが、どの学

校においても、年度当初に特別支援教育について、いろいろな形で全校児童や生徒

に話をしたり、場合によっては教室でも担任がかみ砕いて話をしたりしている。ど

この学級に誰がということではなく、いろいろな支援が必要であり、誰にとっても

支援が必要な場合もある、多様性があるということを含めて教育している。 

＜木曽委員＞ 

 支援を受ける１年生から６年生までを、モニターに全員の名前を出し、各学級に戻

るのでよろしくお願いしますという方法をとっている学校もあると聞いているが本

当か。全学年に周知することでスムーズに連絡ができ、理解が図れると思ってやっ

ているのか。子どもの人権に配慮した上で、保護者の同意を得てやっているのか。 

＜教育部次長＞ 
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 もちろん人権に配慮する必要がある。全てを把握している訳ではないが、名前や顔

を出すことが本当に必要と学校が判断した場合には、保護者に相談し了解を得るこ

とが必要だ。また、子どもが快適に学校生活を送れるようにするための教育活動で

あり、その子がしんどいと思うようなことをあえて学校がするということはよくな

いと思う。配慮すべきと考えている。 

＜木曽委員＞ 

 現実にそういうことがあり、子どもは学校に行けなくなってしまった。教育委員会

は、それを真剣に受け止め、支援における対応をしっかりと考えなければいけない

と思う。子どもの内面に寄り添った支援が必要である。個々の学校の対応に任せる

べきではない。子どもの人権に関わる問題である。学校がよいと思ってされること

でも、子どもにとってはダメージがあることもある。保護者も、これまでから学校

がやっていることであり仕方がないと思っているかもしれない。子どもに配慮せず、

おとなの感覚で支援の在り方を考えるのは時代遅れである。 

＜教育部次長＞ 

 学校教育は、人権教育を基盤として進めていく。これは教育委員会の中でも共有し、

各校長先生方にも伝えている。従来どおりのやり方で進めている学校があれば、見

直す必要がある。教育委員会としても、今回のことを踏まえて、人権教育の視点に

立った特別支援教育をはじめとしたいろいろな学校教育が進められているかどうか、

できていると思っていたが、改めて見つめ直すように、学校に話をしていきたい。 

＜木曽委員＞ 

 具体的な話はこの場では申し上げないが、よろしくお願いする。 

＜三上委員＞ 

 しっかりと聞き取り、すぐに対応してほしい。理解教育が難しいことは私も経験し

てきた。コーディネーターという人がいて、１人ひとり個別計画を出してやってい

るのが基本だ。一斉の情報公開はすべきでないと思う。 

＜福井委員＞ 

 ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況について、今後、知らせてほしい。来年度４月か

ら使えるようになればよいが、全国一斉であり、難しいかもしれない。先生方への

研修も必要である。善処いただくようお願いする。 

＜三上委員＞ 

 端末４万５，０００円、初期設定費用１万円弱、その他に更新や修理が必要である。

有償ソフトをどう使うかということも、各自治体の悩みの種である。それも含めて

１人１０万円くらいの費用を見積もっている自治体もある。国は、今年度中に予算

計上しないと補助金は出さないと言っているのか。 

＜教育総務課長＞ 

 端末及びネットワーク整備は、今年度中と聞いている。全国一斉ということで、整

備ができないかもしれないので繰り越しも可能と聞いている。 

＜三上委員＞ 

 あとどれくらい市独自に費用が必要になるのか。 

＜教育総務課長＞ 

 国が４月末に補正予算で可決された中で、本市で今回の補正予算に計上していない

部分がある。今後、調査を行い、必要なものを次期補正予算に計上していきたいと

考えている。障がいがある子どもたちが端末を持った時に入出力支援装置というも

のがあるが、どういったものが必要かを確認した上で、１００万円程度の次期補正

を考えている。また、オンライン学習を行う際の通信費用の補助についても、国の
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補助メニューに上がっている。要保護世帯については生活保護の中で教育扶助で対

応可能と聞いているので、準要保護世帯の通信費を検討したいと思っている。また、

ＧＩＧＡスクールサポーターという、学校現場の状況を理解してＩＣＴ環境整備の

知見を有する方や、教員を支援できる方も国の補助メニューにある。人材確保が必

要であり、どのような形でスクールサポーターを入れていくかを研究し、予算確保

にも努めていきたい。端末購入とネットワーク整備を令和２年度に予定しているが、

ランニングコストは令和３年度から必要になる。保守費用は、まだ端末も決まって

おらず見込めないが、ネットワーク接続の通信費用も必要になってくる。保守費用、

通信費用、ネットワークの接続について、１カ月１千万円くらいと見込んでいる。 

＜三上委員＞ 

 ＧＩＧＡスクール構想の補正予算で反対討論を行ったが、今回、条件を整えること、

手段が増えることは悪いことではないと思っている。休校になった時、家庭訪問を

しなくても、家庭状況をつかむことができるなど便利になる。教育の根幹そのもの

は、教育長の答弁のとおりであり、これだけのお金をかけて、費用対教育効果がど

れだけあるのか疑問に思っている。要望であるが、各学校、教職員、児童生徒のよ

さや、個別の諸課題を考慮し、一律に、せっかく買ったのでこれを使えということ

にはならないようにしてほしい。 

＜教育総務課長＞ 

 １点報告させていただく。一般質問において、学校の感染症対策で学校教職員の負

担になっているとの意見を複数の議員からいただいた。その中で、子どもたちが帰

った後に、教職員が行っている消毒等を、学校施設管理を委託しているシルバー人

材センターに追加して業務委託しようと考えている。１日も早く実施するため、既

決予算枠内で、調整できた学校から、来週から入っていきたいと考えている。 

（質疑終了） 

１５：２４ 

 

（教育部 退室） 

 

４ 討論～採決 

 
＜山本委員長＞ 

 討論、採決に入る前に、委員間討議があれば行うが、生涯学習部の質疑の中で霧の

芸術祭についていろいろと意見があった。市長の話を聞けばどうかという意見もあ

ったので、事務局が市長日程を確認したところ、６月２４日水曜日、委員会予備日

の午前１０時から１０時４５分まで空いているということである。市長の話を聞く

機会を設けるかどうか。また、１００万円減額の補正予算が出ているので、審査す

るのはその中身であるが、疑義があるのは事業自体をどうするのかという話であっ

たので、市長の話を聞く内容についても意見を伺いたい。 

＜福井委員＞ 

 機会があるならぜひ市長から話を聞きたい。内容については、１００万円の減額予

算の案件であるので今採決してもいいが、全体の話を聞いてから採決する方がすっ

きりすると思う。 

＜三上委員＞ 

 補正予算の中身は１００万円の減額であるが、総務文教常任委員会としては、霧の
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芸術祭の費用はどこまで削れるかはわからないが新型コロナウイルス感染症対策に

回すように提言しているので、修正案を出すこともできる。１００万円に限らず今

回の補正予算に対してということで、先に通してからというのではなく、市長の発

言が変わってきたこともあるので、聞くことと求めることをした上で、それから考

えてもいいのではないかと思う。 

＜木曽委員＞ 

 霧の芸術祭の問題は、１００万円の減額補正であるが、そもそも当初予算の時から

継続していることである。これからのまちづくりに欠かせない最重要課題というよ

うなことを言われたがどういうことかということくらいは聞かないと、これからの

方向性が見られないと思う。市長に対立するつもりはないが、議会と理事者の間で

話し合ったり、協議した内容については、お互いが信頼関係の中でやっていかなけ

れば上手くいかないと思う。そういうことを考えながらやっていくとなると、当然、

市長に来ていただいて、議会がある限りは４５分ではなく最後までいていただくの

は当たり前の話である。市長の都合に合わせなくてもよいと思うし、時間があって

も私は言う。議会中であり、議会優先である。これからの市政運営の根幹になると

言っておられるので、説明してもらわなければならないと思うので、ぜひともお願

いする。４５分に関わらなくてもいいと思う。 

＜山本委員長＞ 

 その後会議があるので、４５分までということである。 

＜木曽委員＞ 

 それがこれからの市政にとって本当に重要なことなのか、今、議会で話されている

ことが重要なのか、それを天秤にかけて判断されたらよいのではないか。 

＜山本委員長＞ 

 調整していただく。討論、採決も、２４日に市長の話を聞き、質疑してから行うこ

とでよいか。 

＜福井委員＞ 

 霧の芸術祭以外の案件の委員間討議はどうか。 

＜山本委員長＞ 

 委員間討議については、少し時間がかかるが、２４日に市長の話を聞いた後で、す

べての案件から出していただく。 

＜木村委員＞ 

 時間は１０時からか。 

＜三上委員＞ 

 少し早めてもよいのではないか。 

＜木曽委員＞ 

 市長がどうしてもということであれば、９時３０分からでもよいのではないか。 

＜山本委員長＞ 

 すべて２４日に委員間討議をすると言ったが、今日、理事者から聞いた話が頭に残

っている段階でした方がよいということであれば、これから霧の芸術祭以外の委員

間討議を行うがどうか。 

＜三上委員＞ 

 確かに今日、委員間討議をした方がよい部分もあるが、市長から話を聞くことにな

り、会派の意見を聞きたい部分もあるので、２４日にまとめてしてほしい。 

＜木曽委員＞ 

 石野委員が言われた東京オリンピック聖火リレーの件であるが、なぜ先に契約して
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しまうのか。来年の分まで契約する予算は認めていない。来年の契約をしておかな

いと、警備の問題もあるので難しいという説明であった。そうでなければ今年の予

算をいったん落として、来年積み直せばよいことである。契約は生きたままにして

あるということだ。その件も審議したいと思う。 

＜山本委員長＞ 

 委員間討議は２４日に行う。 

 

５ 陳情について 
 

（１）安藤提言を早急に実行するよう国に意見書を提出するよう求める陳情 

 

＜山本委員長＞ 

 ５月１５日に郵送受理しているが、取り扱いについて意見はあるか。 

＜木曽委員＞ 

 聞き置く程度でよいと思う。 

＜山本委員長＞ 

 聞き置く程度とする。 

 

６ その他 
 

＜山本委員長＞ 

 議会だよりの内容についてと次回の月例開催についても２４日に行う。 

＜事務局次長＞ 

 ２４日に市長から話をしてもらう内容は、一般質問で木曽議員の質問に対して、この

事業は亀岡市のリーディング事業になると言われたことの真意ということでよいか。 

＜山本委員長＞ 

 提言に対して検討された中身が１００万円の減額なのか。提言をどのように受け止め

られたのかということもある。 

＜三上委員＞ 

 １００万円は減らしたのではなく、中止になったからである。 

＜木曽委員＞ 

 市長にゼロにするようにと言っているわけではない。落とすべきところは落として、

議会としても納得し、市民に説明できるところまでなるように、議会と話し合いをし

なければいけないと思う。お互い寄り添っていかないと、最後までやりきらないとい

けないという思いで言ったことかもしれないが、あの発言はいかがなものかと思う。

そのことも含めて、話し合いでありけんかをするわけではない。落としどころを考え

ながら、前のレジ袋ではないが上手く考えてよい方法をとることも委員会の努めであ

ると思う。 

＜福井委員＞ 

 以前にも、今日も言ったが、これまで生涯学習でやってきたのに、まちの骨子を変え

てしまうようなことを言っておられる。生涯学習は、西日本一に取り組んだという理

念がある。だが、霧は霧だ。その霧のわけもわからないものに、農業のやおやおや、

環境のフライバッグなど、あれもこれもひっつけていき、霧の芸術祭を根幹事業だ、

これがなければ他のまちと一緒につぶれるとまで言われるので、市長にはビジョンが
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見えているはずだ。１０年後にこのようなまちになるというビジョンを聞かせてほし

い。そうでなければ理解できない。 

＜山本委員長＞ 

 ２４日の時間の変更があれば連絡する。これにて散会する。 

 

散会 ～１５：４０ 
 


